
第２号

夏休みに仲良く親子で
　　　　　　陶 芸 体 験 ！ 　　　協力して実習しよう！！

日　時：７月２１日（土） 日　時：７月１５日（日） 日　時：７月６日（金）
　　　　　午前の部　１０時～１２時
　　　　　午後の部　１４時～１６時 　　　　

場　所：都祁公民館　実習室 場　所：都祁公民館　実習室

内　容：初歩的な陶芸を学ぶ 内　容：夏野菜を使った料理 内　容：自分好みの作品作り
　　　 講師の皆さんの親切な指導有

講　師：陶芸家・稗田真理子さん 講　師：栄養士 講　師：伊賀焼大内窯の皆さん

対　象：都祁地域在住・在勤の成人 対　象：すずらん学級生
　　　　午前・午後それぞれ ２０人 　　　　１５人 　　  　都祁地域在住の成人　
費　用：ひとり　７５０円（材料費） 費　用：１，０００円（材料費） 費　用：２，６００円（材料費）

〆　切：７月１1日（水） 〆　切：７月５日（木） 〆　切：６月３０日（土）
材料費を添えて申し込みください。

持ち物：手拭タオル、飲み物 持ち物：手拭タオル、飲み物

発行：公益財団法人 奈良市生涯学習財団

　　　奈良市都祁公民館
　　　〒632-0251奈良市針町2191番地

　　　TEL/FAX　82-1362
発行責任者：岡　本　胤　継
編集責任者：植　田　隆

陶
と う

　芸
げ い

　教
き ょ う

　室
し つ

つげ体験セミナー
夏野菜料理教室

平成30年6月16 日

都祁公民館だより

講座のお問い合わせ・お申込みは、電話・ＦＡＸで都祁公民館まで（月曜日・祝日は休館日です）TEL＆FAX　0743-82-1362

す ず ら ん 学 級

　夏野菜の効果・効能を学び

おやこでチャレンジ！

都祁公民館だより

　１０時～１３時

対　象：都祁地域在住の小学生と保護者

　
都
祁
に
着
任
し
、
周
囲
の
歴
史
・

文
化
的
資
源
を
回
遊
し
て
み
ま
し

た
。

　
館
に
都
祁
村
教
育
委
員
会
作
成
の

「
大
和
の
高
原
文
化
を
の
ん
び
り
歩

こ
う
」
と
い
う
冊
子
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
を
参
考
に
歩
き
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
大
き
く
三
つ
の
道

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
「
い
に
し
え
の
道
」

で
す
。

　
公
民
館
近
く
の
春
日
神
社
、
観
音

寺
 

白
石
の
国
津
神
社
、
雄
神
神

社
、
南
之
庄
の
三
陵
墓
古
墳
群
、
国

津
神
社
、
友
田
の
都
祁
水
分
神
社
、

安
萬
侶
の
墓
、
来
迎
寺
な
ど
を
巡
る

道
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
「
す
ず
ら
ん
の
道
」

で
す
。

　
吐
山
の
ス
ズ
ラ
ン
群
生
地
、
春
明

院
、
下
部
神
社
、
恵
比
須
神
社
、
地

蔵
院
、
小
山
戸
の
都
祁
山
口
神
社
、

藺
生
の
青
龍
寺
、
葛
神
社
な
ど
を
巡

る
道
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
「
り
く
ご
う
の
道
」

で
す
。

　
馬
場
の
金
龍
寺
、
神
明
神
社
、
荻

の
十
九
夜
講
石
仏
、
荻
坐
神
社
、

針
ヶ
別
所
の
子
守
神
社
、
長
力
寺
、

小
倉
の
八
柱
神
社
、
観
音
寺
、
川
尻

磨
崖
地
蔵
菩
薩
像
、
上
深
川
の
八
柱

神
社
、
下
深
川
の
春
日
神
社
な
ど
を

巡
る
道
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
巡
る
と
、
都
祁
の
歴
史

文
化
の
一
端
に
接
し
た
気
が
し
ま

す
。

　
四
月
に
都
祁
地
域
の
方
言
調
査
依

頼
が
あ
り
、
奈
良
安
全
索
道
に
関
す

る
話
し
も
昨
年
か
ら
耳
に
入
っ
て
来

て
い
ま
す
。

　
都
祁
の
方
言
調
査
は
八
月
に
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
七
日
は
午
後
一
時
半
か
ら
、
八
日
は

午
前
九
時
半
か
ら
と
、
午
後
一
時
半
か

ら
、
九
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
概
ね
調
査
枠
は
埋
ま
り
ま
し
た
が
、

参
加
希
望
の
声
も
お
聞
き
し
ま
す
。
若

干
名
の
参
加
希
望
者
を
募
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
公
民
館
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
※
但
し
、
都
祁
に
生

ま
れ
、
現
在
も
都
祁
在
住
の
七
十
歳
以

上
の
方
に
限
り
ま
す
。

　
調
査
担
当
の
富
山
大
の
中
井
精
一
教

授
は
、
伊
賀
を
は
じ
め
、
月
ヶ
瀬
、
田

原
、
柳
生
　
興
東
、
山
添
と
調
査
を
終

了
さ
れ
、
残
す
は
こ
の
都
祁
地
域
だ
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
祁
が
完
成
す
る
事
で
、
奈
良
の
東

部
地
域
一
帯
の
方
言
傾
向
が
解
明
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
意
味
で
も
今
回
の
調
査
は
、
と

て
も
意
義
深
い
調
査
だ
と
言
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
奈
良
安
全
索
道
。
五
月
に

索
道
講
座
が
田
原
公
民
館
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
搬
器
が
新
し
く
見
つ
か
っ
た
事
や
開

通
式
の
招
待
状
が
保
存
さ
れ
て
い
た
事

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
索
道
は
、
天
満
駅
か
ら
山
田
駅
、
針

駅
を
経
て
、
小
倉
駅
に
到
達
し
ま
す
。

都
祁
の
経
　
済
史
を
語
る
上
で
非
常
に

重
要
な
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　
写
真
や
当
時
の
記
憶
、
索
道
の
跡
な

ど
を
探
し
て
い
ま
す
。
都
祁
地
域
の
索

道
に
関
し
て
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
尚
、
方
言
と
索
道
に
関
す
る
報
告
会

を
晩
秋
に
企
画
中
で
す
。

場　所：都祁福祉センター調理室・和室

自分好みの力作を
つげまつりに出展しよう！

持ち物：エプロン、手拭タオル、飲み物

陶　芸　体　験

都
祁
の
歴
史
文
化
に
触
れ
る

　
館
長
　
　
岡
本
　
胤
継

１４時～１６時
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仕
上
が

っ
た
よ
う
で
す

。

ま
し
た

。
昼
食
後
は

、
参
加
者
全
員
で
南
瓜

と
冬
瓜
の
苗
植
え
を
し
ま
し
た

。

都祁公民館だより 平成30年6月16日

体
験
し
ま
し
た

。
イ
チ
ゴ
苗
二
種
を
上
段
に

、

　
五
月
十
九
日

（
土

）
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ポ

ッ

ト
を
二
段
に
組
み

、

「
春
の
寄
せ
植
え

」
を

　
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

体
調
の
管
理
に
も
十
分

　
が
激
し
い
の
で
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
食
中
毒
も

　
等
、
色
々
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
気
温
の
差

　
や
木
の
葉
か
ら
落
ち
る
「

露
」
か
ら
来
て
い
る
説

　
を
意
味
す
る
「
潰
ゆ
」

か
ら
来
て
い
る
と
い
う
説

　
る
と
き
に
降
る
雨
と
い
う
こ
と
で
「
つ
ぶ
れ
る
」

　
て
い
ま
す
。
他
に
も
、

梅
の
実
が
熟
し
て
つ
ぶ
れ

　
よ
う
に
な
り
、
中
国
か
ら
来
た
言
葉
だ
と
言
わ
れ

　
う
ど
雨
の
時
期
が
来
る
た
め
、
梅
雨
と
言
わ
れ
る

後
は
好
み
の
苗
を
色
と
り
ど
り
に
植
え
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
の
「
つ
げ
ま
つ
り
」
に
向
け
て

作
陶
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
！
（
詳
細
は
表
面
）

　
と
も
読
み
ま
す
。

梅
の
実
が
熟
す
る
時
期
に
ち
ょ

　
編
集
後
記
▼
梅
雨
は
「

つ
ゆ
」
と
も
「
ば
い
う
」
の
実
が
熟
す

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
都
祁
の
歴
史
を
知

る
事
が
で
き
た
」
「
沢
山
の
場
所
を
訪
問

で
き
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ま
し
た

。
満
足
の
行
く
作
品
が

、
そ
れ
ぞ
れ

つ
げ
体
験
セ
ミ
ナ
ー

す
っ

き
り
し
た
ご
様
子
で
し
た
。

　
次
回
は
、

七
月
六
日
（
金
）
十
四
時
か
ら

公
民
館
で
陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
は
、

伊
賀
焼
大
内
窯
の
皆
さ
ん
で
す
。

 
五
月
二
十
日

（
日

）
「
プ
チ
田
舎
暮
ら
し

」

プ
チ
田
舎
暮
ら
し

玉
ね
ぎ
収
穫
・
南
瓜
・
冬
瓜
の
植
え
付
け

第
一
回
を
開
催
し
ま
し
た

。

　
午
前
中
は

、
昼
食
組
と
開
墾
組
に
分
か
れ

こ
ん
な
講
座
が
あ
り
ま
し
た
！
（
公
民
館
主
催
講
座
）

 
　
 
 
 
り
く
ご
う
の
道

　
都
祁
散
策

　
五
月
二
十
六
日
（
土
）
植
松
宏
益
さ
ん

の
指
導
の
下
で
「

り
く
ご
う
の
道
」
を
散

策
し
ま
し
た
。

都
祁
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
サ

す
ず
ら
ん
学
級

 
 
手
軽
に
で
き
る

　
　
　
チ

ェ
ア
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
五
月
十
六
日
（
水
）
第
一
回
す
ず
ら
ん
学

級
を
都
祁
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

し
た
。

　
大
谷
先
生
の
笑
顔
と
楽
し
い
会
話
を
交
え

た
指
導
で
、

受
講
生
は
心
も
体
も
ほ
ぐ
さ
れ

ポ
ー
ト
で
安
全
に
寺
社
を
巡
り
、
意
義
深

　
健
康
運
動
指
導
士
・
大
谷
恵
子
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、

手
軽
に
で
き
る
チ
ェ
ア
ー
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
都
祁
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
「

い
き
い
き
教
室
」

と
の
共
催
で
、
沢
山
の
方
々
に
参
加
頂
け
ま

◆
恵
香
院

作
品
展
◆

荻坐（おぎます)神社(荻） 神明神社（馬場）

冬瓜の植え付け

玉ねぎの収穫


